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自ら問題 を見つ け追究す る活動 を通 して,

「生 きるカ」を身 に付けてい く学習指導 の研究

理科部会研究主題
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陰
本年度 は,標 記の研究主題 「自 ら問題 を見っけ追究す る活動を通 して,r生 きる力』を

に付 けて い く学習指導の研究」を基に,各 分科会で研究単元を設定 し,研 究 を進 めた。

その結果,「 生 きる力」を身 に付 けてい く児童を育 て るには,自 然の事物や現象への驚

{き や繭 を基 に・懸 の思考 に沿 った学 習過 程を設定 し泊 分の問題 と して追 究 してし'く
学 習が有効で ある ことが明 らか にな った。各分科会 の研究の概要 は,次 の通 りであ る。

〈3学 年〉…人の体のっ くりや働 きに関心 を もっ ことがで きるように,導 入にオ リンピッ

ク等の映像や ネイチ ャーゲームを取 り入れた。 また,自 分 な りの考えを もって問題を追

究で きるよ うに学習材 「ペ ッ トボ トルバ ーベル」及 び 「骨格人形 」の開発を行 った。

〈4学 年〉 …洪水等の 自然災害を学習の対象 と して取 り上 げ,モ デル実験器を研究開発 し,

それを用 いて繰 り返 し,試 行 しなが ら問題解決を図 るよ うに した。 また,流 れ る水の働

らきにっいて,自 分の くらしとのかかわ りか ら,考 え ることがで きるよ うに した。

〈5学 年A>… 棒 振 り子 を基 に した3種 類 の実験器 を研究 開発 した。 この 実験器 を活 用

し,児 童 の思考 の流れ に沿 った学習過程 を展開す ることによ って,児 童が 自 ら問題 を見

っけ,意 欲的 に問題 を追究 して い くことがで きるよ うに した。

〈5学 年B>… 卵胎生魚で あるグ ッピー等の誕生の驚 きを学習の きっかけに した。学習 ゾ

ー ンを拡げ た活動や ポスターセ ッション形式の発表 会,学 習で得 た知識を基 に した飼育

活動 を行 うことによ って,生 命尊重の態度が育つよ うに した。

〈6学 年〉…身近 な 「水道水 」を取 り上げ,川 の水 が汚染されて いる事実や生活雑排水 に

目を向けることで,人 と環境 との関わ りを 自分の問題 と して意識で きるよ うに した。 ま

た情報交換の活動 を取 り入れ,相 互 に認 あ合え るよ うに した。
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理 科 部 会 研 究 主 題

自ら問題を見つけ追 究す る活動 を通 して,

「生き るカ」を身に付 けてい く学習指導 の研究

1主 題 設 定 の 理 由

現行学習指導要領で は,「 社会 の変化 に 自ら対応 で きる心豊 かな人間の育成」を図 る ことを

基本的 なね らい として,次 の4点 を示 して いる。(1)豊 かな心を もち,た くま しく生 きる人 間の

育成を図 る こと。(2)国民 と して必要 とされ る基礎 的 ・基本的 な内容を重視 し,個 性を生かす教

育の充実 を図 る こと。(3>自 ら学ぶ意欲 と社会の変化 に主体的 に対応で きる能力の育成を重視す

る こと。(4)国際理解を深 あ,我 が国 の文化 と伝統 を尊重す る態度の育成 を重視す ること。

これ らの ことは,「 心豊 かな人 間の育成 」が重 要な課題 であ る ことを示 した もので あ り,

「豊か な心 を もち,た くま しく生 きる人 間」の育成の教育を 目指 してい る。

これ を受 け,理 科教育 の今 日的課題 と して,次 の4点 が あげ られ る。

(1)社 会 の変化 に主体 的に対応 で きる問題解決 の能力 の育成

② 日常生活 で創造 的に考 え,判 断 し,行 動 で きる能力 と態度の育成

(3)直 接経験 を重視 し,感 受性 を高め,豊 かに表現す る能力の伸長

(4)科 学 的な見方や考 え方 と自然認識 の能力の育成

これ らの ことか ら,こ れか らの小学校理科教育 にお いて は,「 問題を見 っけ,自 ら考 え判断

し,主 体的 に解決で きる資質や能力 を育成す ることJが 重要であ ると考 え る。 すなわち,学 習

の主体であ る児童 自 らが問題を見っ け,主 体的 に解決 していけ るよ うな学 習指導 を展 開 してい

く必要があ り,さ らに その ことは生涯学習の資質 と能力を培 ってい く基礎 にな ると考 える。

第15期 中央教育審議会で は 「21世 紀を展望 した我 が国の教育 の在 り方 にっいて 」の審議

が進め られ,第 一次答 申で は 「子 供た ちの生活 の現状 」にっいて,「 ゆ とりのない生活,生 活

体験 や 自然体験 の不足,社 会性 の不足,子 供 たちの人 間関係 を作 る力の弱 さ,自 立の遅れ,中

学校 ・高等学校 に進 むにっれて学校生活 への満足度が減少 して いる傾向,い じめや登校拒否の

問題 も憂慮すべ き状況 」等の指摘 を し,こ れ らの ことを解決 して い くため には,こ れか らの学

校教育で は,「 生 きる力 」 と 「ゆ とり」が強 く求 め られ ることを提言 して いる。

したが って,こ れか らの学校教育 にお いて は,「 自 ら学ぶ こと」 と 「友達 と学 び合 うこと」

が大切で ある。 また,教 育内容を厳選 し,ゆ と りの 中で 「自然 に感動す る」な ど 「豊 かな人間

性」を育て る教育が構築 され る必要があ る。

そ こで,本 研究で は,理 科学習の 目標であ る 「自 ら学ぶ意欲を高め,主 体的に問題 を解決 し

てい くこと」を基に 「生 きる力」の育成を考え た。研究のね らい と して,児 童一人一 人の問題

解決 能力を育て るとと もに,児 童 たちに思 いや りや協調性を育ててい くことを考 えた。

以上 の ことを踏 まえ,研 究の視点を

① 自ら問題 を見 っけ,自 ら考え判断 し,問 題を解決 してい く能力 を高め ること。

②疑問や驚 きを もった り自然を愛す るとい った 自然 に感動 す る心 を もっ こと。

③理科学習の過程で友達 と学 び合 い,思 いや りや協調性 を身 に付 ける こと。
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と し,研 究主題 「自 ら問題 を見っけ追 究す る活動を通 して,

習指導 の研究 」を設定 した。

r生 きる力』を身 に付 けてい く学

2研 究 主 題 の と ら え 方

(1)「 自ら問題 を見つ け追究す る活動」 につ いて

生涯学習の基礎的 な資質 と しての 「生 きる力 」を育て るためには,問 題解決の学習の過程で

適切 な手だてを講 じて い くことが必要であ る。

「生 きる力」の要素の一っ と して 「いか に社会が変化 しよ うと,自 分で課題を見っ け,自 ら

考え,主 体的 に判断 し,行 動 し,よ りよ く問題を解決す る資質や能力 」が あげ られて いるが,

「自 ら問題を見つ けること」 は,理 科の学習 におけ る問題解決 のき っか け として,最 も重要な

過程であ ると考え た。

② 「生きる力」 につ いて

「生 きる力」 とは,全 人 的な力であ り,生 涯学習の基礎的 な資質であ る。

〔 生 き る カ 〕

変化 の激 しいこれか らの社会を生 きる力

・いかに社会が変化 しよ うと
,自 分で課題を見つけ,自 ら学 び,自 ら考え,

主体 的に判断 し,行 動 し,よ りよ く問題を解決 す る資質や能力

・自 らを律 しっっ
,他 人 とと もに協調 し,他 人を思いや る心 や感動す る心 な

ど,豊 か な人間性

・た くま しく生 きるための健康や体力

本研究 にお いて は,「 生 きる力」 にっ いて次の点 を特 に育てて い きたい と考え た。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

本研究 がめざす 「生 きる力 」

自分 で課題 を見 っけ ること

自ら考え,主 体 的に判断す る こ・と

自ら問題 を解決 してい くこと

自らの考えを築 き上 げて い くこと

美 しい ものや自然 に感動す る心 と感性

生命 を尊重 し他人 を思 いや る心

相手 の立場 にな って考え た り,共 感す ることので きる心

(3)「 身 に付 けて い く」 ことと 「学習指導の研究 」 について

学 習の主体 は児童であ り,子 供のよ さや可能性 を肯定 的に見守 ることが大切で ある。生 きる

力を現在 も,さ らに将 来にわた って 「身に付 けて い く」 ことが必要で あると考え た。

また,支 援者 であ る教 師の役割 を再認識 し,教 師が学習指導 にお いて有効 な手だてを講 じて

こそ,よ り意義 のある学 習の展 開が で きると考え た。
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研 究 構 想 図

[生 き る 力]の 育 成

児 童 の 実 態
・行動的で活動が好き

・好奇心が旺盛

・新メデ ィアに敏感

・体験の機会が少ない

・友 だち との か か わ り合 い が

希 薄

め ざ す 児 童 像

「生 き る力 」 を身 に 付 け てい く児 童

・意 欲 的 に問 題 を 追 究 す る児 童

・自然 へ の 深 い見 方 ・考 え方 を す る児 童

・自然 を 豊 か に感 じる 児童

・友 だ ち と学 び 合 って い く児童

研 究 主 題

理科の今日的課題
・社会の変化に主体的に対応

できる問題解決能力の育成
・日常生活で創造的に考え,

判断し,行 動できる能力と

態度の育成
・直接経験を重視し,感 受性

を高め,豊 かに表現する能

力の伸長
・科学的な見方や考え方と自

然認識の能力の育成

自 ら 問 題 を 見 つ け 追 究 す る 活 動 を 通 し て.
「生 き る 力 」 を 身 に 付 け て い く 学 習 指 導 の 研 究

研 究 の 仮 説

① 自然 の 中 か ら感 じた こ とを も と に して 自 らの 問 題 をつ く り,解 決 して い くよ う にす れ ば,意 欲

が 高 ま り,科 学 的 な 見 方 ・考 え 方 を 深 め る こ とが で き るだ ろ う。

② 主 体 的 に 観 察 ・実 験,飼 育 ・栽 培 活 動 を積 み 重 ね て い く よ うに すれ ば,自 然 の不 思 議 さ に感 動

した り,自 然 を 大 切 に した りす る心 が 育 つ だ ろ う。

③ 実 験 ・観 察 を 通 して,相 互 に考 え を 認 め 合 い か か わ り合 うよ うにす れ ば,思 いや りの心 が育 つ

だ ろ う。
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[1第3学 年 分 科 会 「人 の体 」

1.人 の 体 の つ くりや 働 き に 関 心 を も つ導 入 の工 夫

普段 児 童 は,自 分 の体 の つ くりや働 きを意 識 して い る こ とが 少 な い。 そ こで,導 入 に お

い て,運 動器 官 の学 習 で は,陸 上 競 技 や ウ エ イ トリフ テ ィ ングな どの 映像 資料,感 覚 器 官

の学 習 で は ネ イ チ ャー ゲ ー ム を取 り入 れ た。 この こ とに よ り,児 童 の知 的好 奇 心 が 揺 さぶ

られ,追 究 の意 欲 が 高 あ られ た。

2.自 ら 問題 を追 究 して い くた めの 学 習 材 「ペ ッ トボ トル バ ー ベ ル 」 「骨 格 人 形 」 の開 発

映 像 資料 と関連 させ た学 習 材 と して,児 童 自 らが 体 感 を通 して学 習 をす る た め に,「 ペ

ッ トボ トルバ ーベ ル 」 を 開発 した。 ま た,試 行 錯 誤 を しなが ら,人 の 体 の っ く りや 働 きを

調 べ る こ とが で き る 「骨 格 人 形 」 の 学 習 材 の 開 発 を した。 この こ とに よ り,自 分 の 体 を 客

観 視 す る こ とが で き,骨 や 関 節 を 意 識 す る こ とが で きた。

3.コ ンセ プ トマ ップ を取 り入 れ た ま とめ の 工 夫

人 の 体 の つ く りや 働 きを,コ ンセ プ トマ ップ に よ って ま とめ る こと に よ り,体 の 各 々の

部 分 が,そ れ ぞ れ 「素 晴 ら しい人 の 体 」 の 一部 分 で あ る こ とを再 認 識 で きた 。 ま た,学 習

した こ とを 他 の 児 童 に伝 え や す く,学 び 合 い に もっ なが った。

1研 究 主 題 と 単 元 に つ い て

「生 きる力」 と して 「美 しい ものや 自然 に感動す る心」 「生命を

尊重 し他人を思いや る心」を育 むたあ,研 究単元 と して 「人の体J

を取 り上 げた。本単元 では,人 の体 の しくみや働 きに気付 き,そ の

感動を基 に,問 題 を追 究 してい く中で,人 の体 に対す る見方 や考え

方 も深 ま り,生 命 を尊 重す る態度 を育て る ことがで きると考えた。

3年 生 は理科 の学習 を初めて行 う学年で ある。問題解決の学習を

進め る場 合,「 事象提 示」 「問題発見 」 「予想 」 「追究 ・確かめ」

の学 習過 程において,十 分 な支援が必要で ある。r事 象提示」で は

児童が興 味 ・関心 を もち,疑 問か ら問題発見へ,児 童の問題作 りが

容易であ るものが好 ま しい。 そ こで,映 像 資料 とゲームを取 り入れ

た。 そ して,疑 問に思 った ことを もとに 「問題作 り」 「予想」を行

う。 「追究 ・確 かあ」の段階 にお いて は,児 童が 自 らの手で試行錯

誤 しなが ら,追 究の活動がで きるよ うな学習材が必要であ ると考え

た。 そ こでペ ッ トボ トルバ ーベル と骨格人形を開発 した。また,学

習 した ことを コンセプ トマ ップにまとめる事 によって,児 童 の認識

を明確化す るよ うに した。

映像 資料

ネ イ チ ャー ゲ ー ム

バ ー ベ ル ・骨 格 人 形

コ ンセ プ トマ ップ
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2具 体 的 な 手 だ て

(1)映 像資料 の活用 について

映像資料 と して,NHKの 「ア トラ ンタオ リンピッ

ク総集編 」か ら,陸 上競技 と重量挙 げを取 り出 し編集

して用 いた。

VTR視 聴後,児 童か ら 「あんな に遠 くまで跳べ る

なんてす ごい」 「どう して,あ んな に速 く走れ るのだ

ろう」な ど,運 動にっいでの感想が聞かれた。 また,

その後 の実態調査 では,多 くの児童が運動器官 や運動

能力 について学習 したい と回答 していた。(右 表)

映像 資料 を導入で活用 す ることによ り,普 段 あま り

意識 していない 「人 の体 のつ くりや働 き」の素晴 らし

さを再認識 す ることがで き,ま た,知 的好奇心 を揺 さ

ぶ ることがで きた。

実 態調査

映像 を見な いク ラス

1体 の 部分 そ の他

運 動

筋 骨
感覚 その他 能力 その他

112 3 45 0 13

表、1

映 像を見せ た クラス

体の部分 その他

運 動

筋 骨
感覚 その他 能力 その他

1410 0 4 is 11

表 、2

い
を
で

た
と
つ

り
こ
く
」

知
い
い

。

、た

い

て
み
い
さ

い
て
ざ
だ

つ
べ
だ
く黙

覗査日 平成8年9月

② ネ イ チ ャー ゲ ー ム の 活 用 に つ い て

ネ イ チ ャー ゲ ー ム は,ア メ リカ の ジ ョゼ フ.B.コ ー ネル が,そ の 著 書:SHARING

NATUREWITHCHILDRENで 提 唱 した,自 然 観 察 を 取 り入 れ た ゲ ー ム で あ

る。

① 自分 の 木 探 し

目隠 しを して 友 達 にあ る木 ま で連 れ て い って も

ら って,そ の木 を触 った り,に お い を か い だ り し

て覚 え,も との場 所 ま で連 れ て きて も ら って そ の

木 を探 す。

目隠 しを した児 童 は,友 達 の 手 を し っか りと握

り,お そ るお そ る 「自分 の 木 」 まで 進 み,「 ざ ら

ざ らす るね 」 「こ こ は とが って い る」 と言 い なが

ら木 を さわ った り,「 な ん か さ っ きの 木 と違 う に

お い が す るよ 」 「草 の に お い が す る」 と,に お い

を か い だ り しな が らゲ ー ム を 行 って い た。

② コウ モ リと蛾

「自分 の木探 し」を して いる児童

一 人 が 目隠 しを して コウ モ リに な り
,そ れ 以 外 の 児 童 は蛾 に な って 周 りに い る。 コ ウモ リが

「バ ッ ト」 と叫 ぶ と,蛾 は 「モ ス 」 と叫 ぶ 。 その 声 を た よ りに コ ウモ リは蛾 を捕 まえ る
。

コウ モ リにな っ た児 童 は,耳 に手 の 平 を もって い った り ,首 を 傾 け た り しな が ら,蛾 の 声 の す

る方 向 を 捉 え よ う とが ん ば って い た。 ゲ ー ムが 進 む と速 く捕 ま え られ るよ うに な った。

これ らのゲームによ って,普 段 あま り意識 していない聴覚 や触覚 の再発見が なされ,感 覚器

官の学習 に意欲 的に取 り組 む ことがで きた。
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(31学 習 材 「ペ ッ トボ トル バ ー ベ ル 」 「骨 格人 形 」 の 開発

次 の こ とを 視 点 と して学 習 材 の 開 発 に取 り組 ん だ。

・体 感 を と もな う こ とが で き る もの。

・興 味 ・関 心 を もっ こ とが で き る もの。

・材 料 が 手 に入 りや す く安 価 で あ る こ と。

・簡 単 に作 る こ とが で き る こ と。

・操 作 が 簡 単 で あ る こと。

ア ペ ッ トボ トルバ ーベ ル

2リ ッ トル の 口 の 広 い ペ ッ トボ トル

校庭の砂場の砂

暴
ガムテープ

使 えなくなったモ ップの柄 ネジ止 め

艦 。、.燃 莞欝;,・;¥ ノ歪 総 ・,'帰
・賊 躍

卜 細 ㎜
y _暑

w

f,.:
己;、 ・・」'。=1・ 齢 ソ`.・. ヅ ＼磁鶴 雛

」轟灘 二多

」 一 一一一 一 一 一 一 一 一一 一 一120セ ンチメー トル ー一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 →

落 とした り振 り回 した り して も壊れ ないで丈夫

である。 しか し,児 童が扱 うときは十 分安全 に配

慮 す るよ うに事前の指導が必要であ る。ペ ッ トボ

トルバーベルを持 ち上 げた時の筋肉の変化によ り,

互 いに筋 肉に触れ合 うことによって予 想 した こと

を実際に確か め合 うことがで きた。 また,ペ ッ ト

ボ トルバーベルを持 ち上 げるのに,い ろいろな場

所の筋肉が使 われてい ることを体感す るこ とがで

きた。

イ 骨格人形

骨格人形 は,

① 関節を曲 げるこ とがで きる。

② 比較的簡単 に製作す ることがで きる。

という利点が あり,骨 格のっ くりや働 きを調 べ るの に

大変有効で ある。

児童 は,骨 格人形 を試行錯誤 しなが ら作 った り,動

か した りして,い ろいろなポーズを させなが ら,骨 や

関節の存在を確かめ ることがで きた。
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(4)コ ンセプ トマ ップを取 り入れ たま とめの工夫

本単元の学習で は,感 覚器官や

運動器官 を目な ら目,耳 な ら耳 と

い う具合 に,別 々に観察 した り実

験 した りす る活動 を行 う。 この場

合,児 童 は人 間全体 としてで はな

く,そ れぞれの器官 とい う部分で

とらえて しまいやす い。 そこで,

学習の ま とあにコ ンセプ トマ ップ

(概 念地図)の 考え方 を取 りいれ

た。(右 図)

これ は,各 々の 「概念」 にっ け

られて いる言葉(概 念 ラベル)と

それ らのっ なが りを表すっ なぎ言

葉を用 いて作 られた もので ある。

ここで は,児 童 に数種類の概念

ラベル を追加 して もよい とい う条

件で作成 して いった。

これ によ り,児 童 は,目 や耳,

皮膚,骨,筋 肉 などを,導 入で抱

いた 「素晴 らしい体 」の一部分で

ある ことを再認識で きた。

また,ま とめ として各 自で作成

したコ ンセプ トマ ップを もとに学

級での話 し合 いが深 ま り,互 いの

よさを認め合 うよ うになった。

コンセプ トマ ップ は児童 にとっ

てわか りやす く,ま とあやすい学

習活 動であ るといえ る。 また,学

習内容を構造化 す るための方法 と

して も役立 つ とい うことが分か っ

た。

感 じる

聞

耳

人の体

囎 骨

支 固
く
転

人の体 感 じる 耳 皮膚

コ ンセ プ トマ ップの例
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[2]第4学 年 分科 会 「流 れ る水 の はた らき」

理科教育 を通 して 「生 きる力」を育む視点 「感 じ方 」 「学 び方」 「生 き方」の設定

理科教育を通 して児童 にどの ように 「生 きる力 」を育むかを考察 し,「 感 じ方」 「学

び方 」 「生 き方 」の三視点を設定 して,単 元構成,学 習過程,学 習活動の見直 しを図 っ

た。 これ らの ことにより,「 生 きる力」を育むには,生 活の 中に問題を抱 き,自 分な り

の見方 ・考え方 を大切 に しなが ら,体 感を通 して繰 り返 し問題解決の活動を行 い,自 然

を くらしとのかかわ りか ら考え るよ うにす ることが大切で あることがわか った。

自然 に対す る意識の変容を促す 「洪水 」の活 用

流れ る水の はた らきと自分た ちの生活 とのかかわ りをよ り意識 して見っあ ることがで

きるよ うに,学 習の対象 と して流 れ る水 による災害で ある洪水を取 り上 げた。 その結 果,

児童 は流れ る水の はた らきについて明確 に問題 を もち,意 欲的 に追究す るよ うにな った。

自然か ら主体的 に学ぶ力を育てるモデル実験装置「マイ ・リバ ー」の開発 と活 用の工夫

流れ る水の はた らきに関す る児童の問題意識を知 り,児 童の思考を把握 した。 その結

果,流 れ る水の はた らきに対す る経験の少 ない児童の実態をふまえ,直 接体験 を通 して

繰 り返 し追究す る手立て と して,コ ー ヒー殻 を利用 したモデル実 験装置 「マイ ・リバー」

を開発 し,そ の活用を図 った。 この活動 によ り,児 童 は,自 分の先行経 験を もとに工夫

しなが ら繰 り返 し追究活動を行い,進 ん で 自分の問題 に取 り組むよ うにな った。

自然 と くら しとのかかわ りを見 つめる態度 を育て る「未来 の川子 ども環境会議」の活動

身近な河川の未来像を考え,自 分 な りの方法で表現す る活動を通 して,流 れ る水 と自

分 とのかかわ りを見っあ ることがで きるよ うに工夫 した。 これによ り,児 童 は,流 れ る

水の はた らきを 自分 たちの くら しと関連 させて考え るようにな った。

1研 究 主 題 と 単 元 に つ い て

研究主題を受 け 「生 きる力」を捉 える

視点 と して,以 下の三っの視点 を設定 し

その児童像を考察 した。

○感 じ方:自 然を豊か に感 じてい く児童

○学び方:自 然か ら主体的に学 んでい く

児童

○生 き方:自 然を くら しとのかかわ りで

考えてい く児童

この 「流 れ る水 のはた らき」の学習で

は,対 象 とな る 「流 れ る水 」を 「身近 な

川 」 と して考 え,そ の問題 を追究す る活

動 を促 す指導法 の工夫 を行 った。特 に川

との直接経験が不足す る傾 向にある児童

の実態 を考慮 し,自 らの生活 と自然 とを

関連づ けて考え る 「生 き方 」に重点 をお

いて研究 を進 める こととした。

一 児童の実態 一
〇行動的で活動が好き!

0多様な表現活動を経1

気付きの肯定的な評価Oモ デル実験装置の開発 ある人材の活用
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2具 体 的 な 手 だ て

(1)洪 水 のVTR資 料 による導入～「未来 の川」への発展

ア つかむ段 階:流 れ る水 にかかわ る児童の意

識 を調べ たと ころ,水 の流れを体 感す る経験

は少 な く,川 に対 して は,澄 んだ水,川 に生

息す る生物,川 原での遊び とい った意識 や経

験が多い ことがわか った。そ こで,児 童 の意 ・'

識を変えて,学 習の動 機 とす るために洪水 にK-V:

綴 灘 綴 灘灘r購鍵三驚嬰 饗
恐 が ったがその思 いが流れ る水を調べ ること 濠 .。 、_蝋 ～、 ,'r
への意欲 とな った。

イ 調べ る段階:流 れ る水の はた らきについての児童一人一人の思 いや願 い,考 えを大切

にす るた めに,追 究過程を複線型 に した。 また,モ デル実験装置によ り,理 科室で も,

繰 り返 し確 かめ る ことがで きるよ うに した こ とで,流 れ る水 による 「浸 食 」 「運 搬」

「堆積」の3っ のはた らきにっいて進んで調べ る姿がみ られた
。

ウ 広 げ る段 階:「 未来 の川 」を考え よ うという活動を行 い,学 習 して きたことを 自分の

生活 か ら見っめ るよ うに した。児童 は,絵 や文,工 作 など自分 な りに表現方法を考え,

洪水が起 きない工夫,親 しある川 にす る工夫な どを表現 していた。

② 繰 り返 し操作 できるモデル実験装置 「マイ ・リバー」

流れ る水 のはた らきの学習で は観察が中心 にな り,児 童 の直接の働 きか けが十分 に行え

ない ことが多か った。 そ こで,児 童が主体的に繰 り返 し実験 を行え るよう,コ ー ヒー殻 と

身近 な素材を利用 した実験装置を開発 した。

「マ イ ・リバ ー 」 で の 実 験 の様 子

'台

ペ ッ トボ トル

シ リ コ ン チ ュ ー ブ φ2mmを 基 準

内 径 の 違 うチ ュー ブ で 水 量 調 整

ノ目 玉 ク リ ッ プ

始 盆/

エ アポ ンプ用/家 受 け

ジ ョイ ン トA
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〔「マイ ・リバ ー」の特性 〕

ア ガ ーゼを コー ヒー殻の下 に敷 くことによ って,コ ー ヒー殻 とお盆の間に適度な摩擦 が

生 じ,ま た,余 分 な水がガ ーゼを通 って排水 され ることで,一 斉 にコー ヒー殻が流れな

い。 ガーゼ に くるんで コー ヒー殻を絞 ることがで き,児 童が繰 り返 し実験を行 うことが

で きる。

イ コー ヒー殻の油脂 によって実際 に土を使 うよ りも粒子 同士の結 びっ く力が強 く,一 斉

流れて い くことが ない。水の流れ る道を作 って実験 した場合 には流れ る水の はた らきに

したが って削れ る ところと削れな いところが現れ る。道 を作 らない場合 にはコー ヒー殻

が水 を蓄 え,弱 い部分が決壊す るよ うに傾 きの下の方 に向か って流れて い く。

(3)築 山や 「マイ ・リバー」での活動 の様子

「流 れ る水のはた らき」の学習で は,学 校周辺の川で直接観 察を行 って発展 してい く

例が多 くみ られ る。 しか し,都 市化 の進 む東京都 内の小学校では,観 察に適 す る川 が少

な く,ま た,校 庭 も舗装 化 され未舗装 面を流れ る水の様子 もっかみ に くい。 さらに,流

れ る水 に自 らかかわ った経験 も少ない とい う児童 の実態 もふ まえ,以 下の活動の工夫を

行 った。

ア 築 山で調べ よう

築 山の頂上 に三方 向に水が流れ 出るように した じょうろを置 き,川 筋を掘 った。 その

川筋 に,紙 で作 った家 などの構造物 を置 いて水を流 し,水 の流れ る様子,地 面 や紙の家

等の変化 の様子 を観察 した。初 めは,自 分の家 に注 目 していた児童 が多 か ったが,築 山

での活動が繰 り返 されてい く中で,流 れ る水の はた らきに対 して問題 を もっよ うにな っ

た。意欲的 に追究す るなかで,水 量 や傾 きと地面の変化 とのかかわ りに気付 くよ うにな

った。

イ 「マイ ・リバ ー」で調べ よう(コ ー ヒー殻流水実験装置 による活動)

二人で一台の装置 を使 って実験 したので,児 童は,自 分で水の量や傾 きを変えて,削

れ方や積 もり方,運 ばれ方を繰 り返 し調べ ることがで きた。 また,実 験 した結果を残 し

て お くことがで きるため,そ れぞれの結果を比較 しやす く,ま た,互 いの情報交換の際

に も役立 った。

(4)「 未来の川子 ども環境会議 」と人材活用

ア 児童が 自分 な りに考え,表 現 した 「未来の川」を発 表す る場 を設定 し,発 表 し合 う中

で,友 達 の着想 や表現方法の よさを互 いに認 め合 うよ う助言 した。 これによ り,児 童一

人 一人 が互 いのよ さに気付 くとともに川への 自分な りの見方を深 め ることがで きた。

イ 河川事業 に携 わ る方 に児童 の発表 を聞 いて いただ き,ま た,河 川敷の利用の仕 方や遡

上 して くる魚 と人工的な流路 ブ ロ ックの設 置の ことなどを話 していただ くことで,児 童

は自分の くらしと川 とのかかわ りを考え るよ うにな った。

(5)川 に対す る見方 を深め る川の見学

実際 に川 にい った児童 は,川 幅や水の流 れの速 さ,ブ ロックの置かれて いる場所や堤

防の高 さ,河 川敷の広 さな どに目を向 け,川 に対 す る見方 を深 めて いた。
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回 第5学 年A分 科会 「おも りの動 きとはたらき」

1問 題 をとらえ追究 して いきやす い学習材

事象提示 に,ブ ラ ックボ ックス化 した棒振 り子 実験器rだ るま くん 』を開発 した。 ま

た,振 り子か ら衝突の学習 まで,思 考の連続を図 るたあ,rだ るま くん』を改良 した捧

振 り子型実験器 を開発 した。 この ことに より,児 童 はいっ も学習材 を基 に して考え るこ

とがで き,見 通 しを もって問題を追究す ることがで きた。

2児 童の思考 の流れ に沿 った学習過程

『だ るま くん』 による事象提示の工夫 によって,児 童 は 「なぜ 」 とい う疑問を もっ こ

とがで きた。 さ らに,グ ル ープごとに実験器を操作 し試行錯誤す る ことによって,疑 問

を問題 まで高 あることがで きた。また,学 習活動 の連続性 を重視す るなど,学 んだ こと

を次 に生かせ る学習過程を展開す ることで,主 体 的に問題解決活動 を進めてい くことが

で きた。

3児 童が成就感や満足感を味わい,お 互 いに認 め合 いかかわ り合 う支援や評 価

記録 カー ドによる自己評価,操 作 や測定な どの活動での友達同士の協力や認め合い,

個や グル ープによる学習形態等 におけ る適切 な評価 や支援 によ り,児 童 は成就感や満足

感 を味わ うことがで き,よ り主体的に学習 に取 り組 むよ うにな った。 また,グ ル ープで

協力 して実験 に取 り組み,様 々な情報 交換をす る活動 を通 して,互 いの考えを深あ合 う

とともに相手の よさに も気付 くことがで きた。 さらに,こ れ らの活動を通 して,児 童 は

自分 自身 に自信を もっ ことがで き,ま た,人 を思 いやる気持 ちを もっ ことがで きた。

1研 究 主 題 と 単 元 に つ い て

(1)自 分で課題を見つけ,自 ら考え,主 体 的に行動 し,問 題 を解決する資質や能 力

本単元 は,「 糸 につ る したお もりの動 き」(振 り子)と 「お もりが他の物 を動かす働 き」

(衝 突)と の2つ の内容か らな ってい る。 これ らのお もりの運動 は身近 に見 られ る事象で は

あ るが,そ の規則性 にっいて は,児 童はあ まり意識 して いないたあ,児 童の既有経験 と事象

との間 にずれが生 じやす い。 そこで,自 ら問題を見 っけやす いよ うな学習活動の工夫及び問

題 を追究 しやす い学習材の開発を行 った。 この学習材 を使 った実験 は操作が簡単 なので,児

童が実験方法を工夫 しなが ら進め られ,児 童 自身で問題 を解決す る ことがで きる。 また,実

験結果の グラフ化や誤差の処理 などの活 動 も含め,定 量 的に実験 を進 める こともで きる。 こ

の よ うに,本 単元で は,問 題解決活動を進めてい くのに必要 な基礎 的 ・基本的 な技能や表現

方法 を身 に付 ける ことがで き,問 題を解 決す る資質 や能力 を育成す る ことがで きる。

② 友達 と協調 し,相 手 を思 いや る心

お もりの操作や計測な どにおいては,一 人で実験す るには操作上難 しい面が ある。 したが

って,友 達 と役割を分担 し,協 力 して行 うことが必要 とな る。 グループで実験 を進 めた り,

実験の結果 につ いて情報交換 した りす る活 動では,お 互 いにかかわ り合 い,認 め合 う態度 を

育て ることがで きる。 さらに,友 達 と協 調 し,相 手 を思いや る心 が育成 され る もの と考え る。
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膳

次 時 生 きるカが育 つ児童の活動 学習材 支 援 評 価 項 目 ・方 法

第
一

次

振

り

子

の

動

き

5

時

間

① i
○ ブラ ックボ ックス型棒振 り子

実験器 『だ るま くん』

教師用一赤(お も りが上)

白(お も りが中央)

児童用一赤(お も りがない)

白(お も りが中央)

○だ るま振 り子実験 器の揺 れ方の違い

を見せるこ とで,問 題 意識がわ くよ

うにする。

○一方のだるまの中身を見せ ることで

赤だ るまの中身の仕組 みを考え る手

がが りにす る

【関心 ・意欲 】
・振 り子 の動 き方 の違 いに関心 をもち,進

んで調ぺ よ うとして いるか。(行 動分析)

【思考 】
・今 まで の経験 か ら,お も りの重 さ,お も

りの位置,振 れ幅に関係付けて推論で き

たか。(発 言 ・記録分 析)

12つ の だるまの動 きを比 ぺて みよ う。

i
動 きの違 いは,何 に関係 があ るのだ ろ

う。

②
③

○棒振 り子実験器
・自作分度器

・ス トップウォ ッチ

・計算機

・記録用紙(学 習 カー ド)

・鉄製ス タン ド

○各班のデー タを集約で きる大

型グラ フ用紙

○振 り子の原理 を利用 した道具
・メ トロ ノーム

・振 り子時計 等

O比 較 する観 点だけを変化 させ,他 の

条件 は変えずに実験 す る事に気付 く

ようにする。

1おも りの位 置1 【技能 ・表現 】
・1つ の条件 だけを変え,他 の条件 は変え

ずに調ぺ られ たか。(行 動 ・記録)

④
⑤

01回 だけの測定結果 では判断 しに く

いことに気付 くように し,平 均 を取

ることで,よ り正確 に測定 で きるこ

とに気付 くように する。

○測定結果 を表や グラフに表す と結 論

を導 きやす いことに気づ くようにす

る。

○得 られたデー タや他の班 のデー タか

ら,実 験誤差 を認識 させ,規 則性 が

あ ることを導 き出せ るようにす る。

【技能 ・表現 】
・1往 復の時 間を調 べ るとき,複 数 回計 っ

て,平 均 を出 して,比 較す ることがで き

たか。(行 動 ・記録分析)

【技能 ・表現 】
・実験結果 を表や グラ フに整理す ることが

で きたか。(記 録分析)

【知識 ・理解 】
・振 り子の1往 復 する時間はおも りの重 さ

や振れ幅 に関係 な く,糸 の長さに よるこ

とがわか ったか 。(発 言 ・記録分析)

唇 曜

1重 さlI振 れ幅1
ll

・振 り子がい った りきた りす る時間は
、

お も りの重さや振 れ幅には 関係 ない。
・お も りの位置 を上にす ると

,い った り

きた りす る時 間は短 くな り,下 にする

と長 くな る。

第

二

次

お

も

り

の

は

た

ら

き

4

時

間

⑥

一

090cmと45cmの 棒 振 り子型

衝 突実験器
・自作分度器

・中型積み木(算 数科)

・工作 用紙(レ ール用)

・鉄 製スタ ン ド

02通 りの衝突実験器の振れ幅 を同 じ

に して 中型積み木 に衝突 させ,積 み

木の動 く距離の違い を明 らかに し,

違いの原因に興味がわ くようにす

る。

○振 り子の実験で,重 さや振れ幅 の違

いについて調べた ことを想起で きる

よ うに,実 験結果 を掲示 してお く。

【関心 ・意欲 】
・おも りが他の物 を動 かす働 きに関心 をも

ち,進 んで調べ よう としてい るか。

(行動分析)

【思考】
・おも りが衝突 して他 の物 を動かす距離 を

おも りの重さや振れ幅 と関係 付けて推論

す るこ とがで きたか。(発 言 ・行動分析)

長 さが違 う振 り子の通 り道の1番 下 に

物 を置いて,ぶ つ けてみ よう。

i

l長 い 振 り子 の 方 が,遠 くに 動 く。ll

i
短い振 り子を使 って,物 を遠 くに動 か

すに は、ど うした らいいだろ う。

⑦
⑧

冒 一 一 一.

⑨

○比較す る観 点だけを変え ることや,

正確に測る方法を確認す る。

○角度 を見る人 と,実 験器 の方向 を見

る人が必要なことを話す。

○明 らかに実験 ミスの場合 は,回 数に

含めな くて もいいこ とを話す。

○ブランコ等 の生活経験 を想起で きる

ように発 問する。

【技能 ・表現】
・1つ の条件 だけを変 え,他 の条件 は変え

ずに調 べ ることがで きたか。(行 動分析)
・衝突 された ときの距離 をお も りの重さや

振れ幅 に関係 づけて複数回測定 し,平 均

__一__.一 一._一一____一__.一 一亙 聖2ヱ 調≦ ζL二豊 餐で豊 たかゑメ五 動)

【知識 ・理解 】
・お も りが衝突 した とき,物 の動 きは おも

りの重 さや動 く速 さに よって 変わること

がわか ったか。(発 言 ・記録分析)

1l

I重 さlI角 度lIそ の他1
ll曜

1

:灘 媛鼎 轟 皆臨 .1
髄 一 一 一 一 一,一,願 一 一 一 曹 一 璽 一 一 一 一 一}, 冒 一 一 一 一 曽 一 幽 一 一}}層 一 雪 一 一 曹 一 塵 一 一 幽 一

○棒振 り子 型衝 突実験器45cm
・鉄球

・鉄製 スタン ド

・記録用紙

○大型 グラフ用紙一 一 一 層 一 一 一 冒 一 一 一 一 一 一 幽 ■ 一 一 一 一 冒 一 一 曹 一 一 一 一 一 一r層 一 一

〇 コ ン ピ ュー ター

○ 光 セ ンサ ー

1な ぜ振れ幅 が大 きい と遠 くに動 くのかな 1
i

翻撃欝 纏 雫潮錨 欝1'・1

第
三
次

⑩
⑪

○アイデ ィアを記録す る用紙

○各 自,必 要な材料

○おも りに物 を当てて 動かす仕組 みに

なって いることを確 かめ る。

○アイデ ィアを製作 に生かすこ とがで

きるように技術面の援助 をす る。

【関心 ・態度 】
・衝突の学習で理解 した きま りを使 って,

複数で遊べ るゲームを進んで考 え,作 ろ

うとしたか。(行 動分析)

おも りが他の物 を動かす働 きを利用 した

ゲームやお もちゃを作 って,遊 ぼう。

◎
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(1)

ア

具 体 的 な 手 だ て

学習材の開発

『だ るま くん』(振 り子運動 の事象提示用 ブラ ックボ ックス型実験器)

在

＼

1(図3)棒 振 り子型衝 突実 験器1

矯
「 一一 一 一一 一 一 一一 一I
II

Iス ト ッ パ ーI

II一一 一 一 一一 一 一一 午 一

＼

:分度 器 〔厚紙)i

i'15度 ご とに 目盛i

「

1角材(太 さ8置 璽)1:

:'長 さを45c置 に す る1
`

iフ イ ル ムケ ース1

中に お も りを入 れ る1::

:ビ ニ ルテ ー プで 固定 す る1
,1

1木片1「 王κ用瓶あτ=冗'l
lllI

l算 数 で 使 う 積 み 木l
I

動 きが 大 き く,違 いが わか り,問 題 を と らえ や

す い学 習材 を 開発 し,児 童 に親 しみ や す い よ うに

rだ るま くん 』(図1)と い う名 称 を 付 け た。 同

じ外 観 で周 期 の違 う2っ のrだ る ま くん 』 を提 示

す る こ とで 児童 が 「なぜ?」 とい う疑 問 を もっ こ

とが で きた。 さ らに,「 中 の仕 組 み を見 て み た い 」

とい う児 童 の欲 求 を 満 た す た あ に,一 方 のrだ る

ま くん 』の 内部 を 開 けて 明 示 した。 「も う1つ の

rだ る ま くん 』 の 中 は ど うな って い る の だ ろ うか 」

とい う疑 問 か ら問題 を 見 っ け る ことが で き,問 題

解 決 活 動 へ の 意欲 的 な取 り組 み が 見 られ た 。

イ 棒振 り子実験器

問題の解決を図 ってい くため に,rだ るま くん』を基 に改

良 し,操 作が しやす い学習材 と して 「棒振 り子実験器 」(図

2)を 開発 した。 これを基 に児童 はrrだ るま くん』は粘土

を上 にす ると速 くな ったか ら,上 にお もりをつけ ると,一 往

復の時間 は速 くなる」 と予想す ることがで きた。 さらに,ダ

ブル ク リップ と力学用 お もりを使 うことで,簡 単 にお もりの

位置や重 さを変 えて実験す ることがで きた。 また,児 童 には

条 件の統 一が難 しか った振れ幅にっいて も,支 持棒 につ けた

ス トッパー付 き分度器 によって,簡 単 に変え る ことがで きる

よ うに した。実験 中,「 次 は振 れ幅にっいて も調べてみ よ う

よ」などの主体的 に問題解決を図 る言葉が 聞かれ た。

ウ 棒振 り子型衝突実験器

振 り子の運動か ら衝突の運動 へ と児童の思考が連続す るよ

うに,棒 振 り子実験器を改良 し,棒 振 り子型衝突実験器(図

3)を 開発 した。 フィルムケースを使 ったこの実験器で は,

簡単かつ正確にお もりの重 さや お もりの速 さを変え ることが

で きる。その結果,児 童 は同 じ条件で繰 り返 し実験がで き,

自分 の問題 を解決す る ことがで きた。

② 学習過程の工夫

児童が意欲的に問題 を追究 してい くためには,児 童の思考の流れに沿 った学習過程を展開

す ることが必要であ る。実態調査 によれ ば,衝 突の運動 について,児 童 は,学 習す る前か ら

「お もりの重 さが重 いほ ど,ま た,お もりの速 さが速 いほど衝突 された物 は遠 くに動 く」 と

い う認識 を して いる ことが分か った。 また,振 り子運動にっいては,「 糸の長 さが長い ほど
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周期が長 くな る」 とい う認識 を してい るが,お もりの重 さや

振 れ幅 と周期 との関係 にっいては様 々な とらえ方 を して い る。

この ことか ら,振 り子 の運 動にっいては,児 童 の既有経験 と

事象 との間にず れがあ り,疑 問を もちやすい と考 えたため,

振 り子 の運動か ら入 る学習活動の展 開を行 った。

そ こで,ブ ラ ックボ ックス化 した 『だ るま くん 』を使 って

事象提 示 し,赤 だ るま,白 だ るまの周期 の違 う2っ のだ るま

の動 きか ら,疑 問を もて るよ うに した。そのために,各 自が

実験器を操作 しなが ら試行錯誤 してい く中で,疑 問を問題へ

と高めてい くことがで きた。 さ らに,同 じ棒振 り子型 の実験

器を使 って実験を連続的 に進あてい くことで,児 童 は次に調 べ ることや調べ る方法 を自 ら考

え,主 体的 に実験を進め る ことがで きた。 「お もりの重 さを変 え ると,ど うかわるのか な」

とい うっぶや きや,「 もっと調べてみ たいな」 とい う積極的な態度が見 られ た。

また,前 時までの学習で身 に付 けた実験の仕方や結果の処理の仕方な どを,次 の学習 で生

かすために,条 件 の統一,測 定 や誤差 の処理,グ ラフの表 し方な どの問題 解決学習の基 礎 と

な る事柄 について学ぶ 時間を十分 に確保す るよ うに した。

(3}支 援 や評 価の工夫

① 友達 とのかかわ りを重視す ること,② 実験 の操作 を数名で行 う必要があ ること,③ 大集

団よ り小集 団の方 が 自分 の意見を出 しやす く個が生 かされ る こと等か ら,学 習を グル ープ中

心で行 うよ うに した,グ ル ープで話 し合 う活動 も多 く取 り入れ たが,そ の話 し合 いの中で一

人一人の考えが生か され るよ うに,ま ず,学 習 カー ドに 自分 の考 えを書 くように した。 また,

その記録を教師が見て,コ メ ン トを加え,励 ま しや言葉かけなどの適切 な支援 を して,次 の

時間 に生か して い くよ うに した。 これ らを基 に して,。 群翫.,避 。組 。前

他の グル ープとの情報交換 を行 うことによって,児 童

は多様 な考え を受 け入れ,お 互 いの考えを深あ ること 題

がで きた。 惹

学習 カー ドの項 目の中 に,友 達 との協力や学 習に対

す る意欲をプ ラス面で評価す る自己評価の欄を設けた。方

児童が 自分 自身を毎時 ごとに評価す ることによ って,・
結

自分 の 学 習 を 振 り返 る こ とが で き,次 の 時 間 へ の 意 欲

づ け に もな っ た。

さ らに,誤 差 の 取 り扱 い,班 ご との 数 値 の ば らっ き,

運 動 して い る もの の 速 さ に っ いて 等,こ れ まで 児 童 が 掌

星混 乱 しや す か っ た 内容 は,グ ラ フ や コ ン ピュ ー タ ー と
t

セ ンサ ー な ど を活 用 して,わ か りや す くま とめ る よ う

に した。

お'毛ゾの 動 圭と ぱ た ら古(1)〃 月lB(創

問 赤 い「売 るまく萄の中怯

と.うa;2い5の た35う'

許い鷲 まく⑩ 刺 ま動 か 科 こあ る
。

　 驚∴　耐
ねん'乙 乞上'二す魂 た んげ 赫 ・'r5ま くん の 舌 づ』'紳 しら

繍 牝冨 嚇 　　
塾 、 ・1譜究 ぐ鞭

x・や・たい・とお 抽 の つ1烙 位 置 乞 初 た い .

友だちと協力できた ○ 進んで宇習・取・継んた・0
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4]第5学 年B分 科会 「動物 と人のたん じょう」

1卵 胎生 の魚 グ ッピー ・カダヤシを用 いた導入

児童 は,継 続 して メダカの飼育活動を行 って きた。 そこに卵胎生の魚 グ ッピー,カ ダヤ

シの誕生の事象提示をす ることによ って,児 童の既有の知識をゆ さぶ り,驚 きと感動 を も

て るよ うに した。 この事象提示か ら,他 の動物 の誕生 はどうなのかの問題意識 にっ なげる

よ うに した。

2学 習 ゾー ンの拡大 による問題解決活動

動物病院 ・動物 園等 の地域の校外施設や地域の人材の活用 によ り学習活動の場を拡げた。

この結果,児 童 は意欲 的に活動 に取 り組み,よ り主体 的に問題の解決をす ることがで きた。

3ポ スターセ ッション形式 を取 り入れた情報交換

同 じ課題 を もっ者同士で グル ープを組 み,調 べた ことを写真 ・絵 ・VTRな どで表現す

るよ うに した。発表 は,児 童が互いに説 明 と質問を繰 り返す ポスターセ ッシ ョン形式で行

った。 この ことによ り,各 自が調べた ことを友達の発表内容 と比べ なが ら学習す る ことが

で き,互 いに認あ合い高あ合 いなが ら,生 命の連続性や生命の尊重 にっいての見方 ・考え

方を深 めることがで きた。

4学 習で得た見方 ・考 え方 を基 に した飼育活動

動物や人の誕生 にっいての見方 ・考え方を深めた ところで,動 物の飼育 に取 り組 む こと

に した。既有 の知識 を基 に動物 と触れ合 う中で,生 命 の連続性 にっ いての見方 や考 え方 を

養 い,生 命 を尊重す る態度を育て ることがで きた。

1.研 究 主 題 と 単 元 に つ い て

(1)驚 きや感動 を もち,主 体 的に追究 しようとす る意欲

驚 きや感動は,問 題解決 の出発点で あ り,問 題を発見 し追究 して い く力 になると考えた。そ

こで,驚 きや感 動を もち,動 物 や人の誕 生 にっ いての関心 ・意欲 を高め るた めに,卵 胎生 の

「グ ッピー ・カダヤ シ」を使 って導入 を行 った。

(2)自 ら積極 的に行動す る資質 ・能力

問題解決す るためには,自 ら考え,主 体的 に判 断 し,行 動す る ことが大切であ る。児童 自ら

が積極 的に行動 し,感 動や専門的 な知識を得 ることによ って,主 体的 に問題解決で きるよ うに

す るたあに,学 習 ゾー ンを拡げた活動を行 った。

(3}生 命尊重の態度

すべての生 き物の命 を大 切にす るとい うことは,他 の生命 との関わ りの中で,人 間 と して よ

りよ く生 きるために重要 な ことである。生命を尊重す る態度 は,感 動を多 く味 わ うことで育 て

られ るだろ うと考 えた。感動 は,知 識や経験の積み重ね によ り豊 か にな って い く。 そ こで,動

物 と人 の誕生 にっいて学習 を深 めた後で,そ の知識を一体化 させなが ら動物 の飼育活動 を行 う

ことに した。

一17一



1

お

ー

活 動 の 流 れ

一次 グ ッピー の赤 ち ゃん が生 まれ た よ。

グ ッピーの稚魚 を観察 す る。

メダ カの誕生 と比較 す る。

グ ッピー に ついて調 べてみ よ う

グ ッピーの誕 生の仕組 み を知 る。

2時 間

i1・ろ・うな誕生・仕組みがあるんだ・1

r他 の動 物や人 の誕生 は どうな
って いるの か な

二次 動物や人の誕生について自分たちで調べてみよ う

調べ るもの を決め 、調べ方 を考 え る。

調べ るための計 画 を立て る。

動 物や 人の誕 生につ いて 調べ に行 こう。

調 べ られそ うな場所 に行 って調 べ る。

調 べ たこと をまとめ よ う。

聞 いて いる人 にわか るよ うに工夫 して、 ま とめる 。

調 べた ことを発 表 しよ う。

自分 た ちが調べ た ことをポ ス ター セ ッシ ョ ン形 式

で 、発表 する。

友達 の 発表を 自分 た ちが調べ た もの と比較 しなが ら

聞 く。

動物 や人の誕 生 について 似て いる とこ ろを考 えよ う。

8時 間

発表 会で得 た資料 をも とに 、動物 と人 の誕 生の 共通

性 を話 し合う。

動 物も人 も卵 と精 子が結 びつ いて 受精 し、 新 しい

命 が誕生 して いくんだ 。

三次 学 習 した ことを もとに 、動物 を飼 ってみ よ う。

2時 間 飼育 の仕方 を調べ 、準備 を して飼 育す る。

支 援

・グ ッ ピーの誕 生が 見 られ る

よ うに水 槽 を教室 に用意 し.

飼 育活動 を行 う。

※ カダヤ シを使 う こと も

考 え られ る。
・メダカの説 生 をふ りかえ ら

れる資 料 を用 意す る。
・教室 に グッ ビー コー ナー を

を設け 、資料 をお く。
・グ ッ ピー の産仔 の様子 の ビ

デオ を見せ る。
・魚の誕 生の仕 組み をメダ カ

とグ ッピー を基に ま とめ る。

・調べ たい動物 別 にグル ープ

をつ くる。
・調べ る項 目 ・方法 ・発 表の

仕方 を明確 に し、必 要 に応 じ

て助言す る。
・学校で 飼 ってい る動物 な ど

も調べ る手段 の一 つ とす る。
・事前 に調べ られそ うな 施設

や人物 に連絡 を とってお く。
・学校外 の調 べる場 所 につ い

て助言す る。

・発表 の方法 につ いて 、助言

した り、機器等 を用 意 した り

す る。

・学習 カー ドに自分 達の 調べ

た動 物や 人 と比 較 しなが ら、

書 くよ うに させ る。

・動 物 ・人の誕生 の 似て いる

所 を表な どに まとめ る。

・魚 や動物 と人 の共通 性や ち

が いを学習 して 、感動 したこ

とや 命の尊 さにつ いて 考え さ

せ るよ うにする。

・動 物 と触 れあ い,実 際 に誕

生 の場面 な どに出 会 いなが ら

飼 育を続 けて いくよ うにす る

評 価

・教 室内 や学校 の生 き物 を 日常 的

に観 察 し,記 録 す るこ とができ る

(技能 ・表現)〈 カー ド〉
・卵 胎 生魚 に興味 を もち、その 生

命 の誕 生につ いて 調べ よ うとす る

(興味 ・関心 ・意 欲)(カ ー ド〉

・魚 には,卵 生 と卵胎 生の もの が

あ り、いずれ も受 精 によって新 し

い生命 が誕生 す るこ とが わかる 。

(知識 ・理解)〈 カー ド ・発表〉

・人 や動物の 生 まれ方 や雌 雄の体

の特徴 に興味 を もち、意 欲的 に調

べ うとする。(興 関意)〈 観察 〉
・問題 を見 いだ し,解 決す るた め

の方 法や計 画 を立 てる ことがで き

る。(技 能 ・表現)〈 カ ・観察 〉
・施設 や資料 を活 用 し、問題 を調

ぺ る ことがで き る(技 表)〈 観 〉

・観察 した こ とや 調べ たこ とを自

分 な りの言葉 や いろ いろな方法 で

で 表現 する こ とが でき る(技 ・表)
・他の動 物の 誕生 を調べ 、動物 の

生 まれ方 を考 え るこ とが できる。

(科 学的な 思考)〈 カ ・発〉
・動物 には雌 雄の違 いが あ り,生

まれ方 には卵 で生 まれ た り、親 と

似 た形 で生 まれる ものが あるこ と

が わか る。(知 ・理)〈 カ ・発〉
・動 物 の誕生 と人 の誕生 を相互 に

関連 づ けなが ら考 える ことができ

る。(科 学的 な思考)(カ ・発〉

・人は 、卵 と精 子が結 合 して 受精

し.新 しい生命 が誕生 し、母 体内

で栄 養 をも らって成長 する ことが

わか る。(知 ・理)〈 カ ・発 表〉

・生 き物 は、受精 す るこ とで 新 し

い生 命が誕生 す る と考 える ことが

でき る。(思 考)〈 カー ド・発〉

・動物 の誕 生 に興味 を もち、進ん

で動物 を育 て よ うとす る。

(興味 ・関心 ・意 欲)〈 観 察〉

r'一 擢1生 き る
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・ 響

驚 きや感動 を もち、主 体的 に追究 しよ う とする意欲

・グ ッピーの産 仔をみ て

「魚 は卵 か ら生 まれ る1

とい う概 念 をゆ さぶ られ

誕生 に ついて の関心 ・興

味 を高 める。

・グッ ピー の誕生 の驚 き

や感動 か ら誕生 に関 する

視点で 動物 や人 につ いて

調べ よ うとする意 欲 をも

つ。

自ら積極 的に行 動す る資質'能 力

・学 習 の場 を学 校 に限 定

せず,子 ど も自 らが 学校

の周 辺 ・地 域 の施設 や人

に話 を 聞 く。

ペ ッ トシ ョ ップ

動 物病 院

産 婦人 科

動 物 園 ・図書 館

水 族館 等

・自分で 調ぺ る計 画 や方

法を 考え.実 行 す る。

・自分の 問題 を解決 する

ため に 、余暇 を利用 して

調べ る。

多様 な見 方 ・考 え方 を認め 合い高 め合 う資 質 ・能 力

・自分 たちの調 べた こと

を聞 いて いる人 に分か る

様 に、 まとめ方 や発表 の

仕方 を工夫 し、独自性 を

発揮す る。

クイズ形 式の 発表

紙芝 居 ・寸劇

ペ ーブサ ー ト

ピデオ ・写真

視聴 覚機 器の 利用

実物 をみ せる

・ポ ス ターセ ッシ ョン形

式の発 表会 を行 う。 発表

者 は何 回 も説明 し、 聞 く

側 は気 軽 に質問 を して、

お互 いを認 め合 い、高 め

合 う。

・自分 の調 べた こ とを通

して得 た見 方 ・考 え方 を

発表 を 聞き 、見直 す。

工

生 命 を 尊 重 す る 態 度

・動物 や人 の誕 生の学 習で 得た 見方 ・考 え方 を基 に、

生命 の連続 性 を体験 し実 感 しなが ら,動 物 を飼 育す る。

θ



2.具 体 的 な 手 だ て

(1)グ ッ ピー ・カ ダ ヤ シの活 用

卵 胎 生 の グ ッ ピー ・カ ダ ヤ シは,卵 生 の メ ダカ と比 べ て,① 稚 魚 の 大 き さ,② 栄 養 が 入 って

い る腹 の 袋 の ふ く らみ,③ 卵 の 有無,④ 受精 の しか た な どに違 いが あ り,児 童 は それ らに 目を

向 け,特 に生 き物 の 生 ま れ 方 の違 い に っ い て興 味 を も った。

児

童

の

反

応

1稚 魚 の 大 き さ

グ ッ ピーの 稚 魚 は

メ ダ カの 稚 魚 に比

べ 大 き く,動 きが

す ば や い。

2腹 の ふ くらみ

グ ッピー に は栄 養

の 入 って い る腹 の

袋 の ふ くらみが な

い。

3卵 の有 無

メ ダ カ は,卵 を 水

草 に産 みっ け る。

グ ッ ピー は,卵 を

見 る こ とが で き な

か った。

4受 精 の しか た

メダ カは卵 を産 む

時 受 精 したが,グ

ッピー は,ど の よ

うに 受精 した の か。

グ ッ ピー ・カ ダ ヤ シの生 ま れ方 を調 べ る こ とで,児 童 は同 じ魚 な の に生 ま れ方 の 違 いが あ る

こ とに 疑 問 を も った。 さ らに,「 他 の動 物 の 生 まれ 方 は ど うな の だ ろ う」 とい う疑 問 が 生 まれ,

動 物 の誕 生 を調 べ た い とい う意 欲 を もっ よ うに な っ た。

② 学習ゾー ンの拡大

ア.周 辺 にある動物園 …多摩動物園 は,1カ 月

前にお願 い してお くと,動 物解説員や飼育係の

方が ビデオや実物 などの資料 を使 って,直 接話

を して くれ る。事前 に 「今 こん な動物が生 まれ

そ うだ」 とい う情報 もくれで,児 童が課題を も

っ時の参考 になる。 当 日は,キ リンのお産の様

子 の ビデオを見せて もらった り,ニ ホ ンザルの

、饗鐸 雌 鞍

離 、
蝉

。ぎ

盗
陰

州

交 尾 の様 子 を実 際 にみ た りす る こ とが で き る。 鳥 を 調 べ る場 合 で は,

れ る。 ま た,贈 卵 室 の 中で 係 の 人 か ら,話 を 聞 くこ とが で きる。 上 野 動 物 園 は,

トで 情 報 を提 供 して い る。 生 まれ た 動 物 の 赤 ち ゃん の 説 明 が あ り,飼 育 課 な どの 電 話 番 号 も記

され て い る(http://www.999.COID/uenozoo/index.html)。 羽 村 動 物 園 で は,実 際 に飼 育 係 の方

か ら,ペ ンギ ンにつ いて 詳 しい話 を して も らえ る。

イ.近 辺 の水 族 館 …サ ン シ ャイ ン水 族 館 ・葛 西 臨 海 水 族 園 に連 絡 す る と,FAXに よ って,ペ

ンギ ンの オ ス ・メ スの 違 い,交 尾 の 仕 方 の 詳 しい 資 料 を も らえ る。

ウ.大 学 等 の研 究 機 関 …東 京 農 工 大 学 で は,事 前 に連 絡 が とれれ ば,先 生 が 話 を して くれ る。

大 学 の 飼 育 小 屋 で 説 明 を し,ヤ ギ が 実 際 に交 尾 す る と ころ を見 せ て くれ る。

エ.地 域 の 動 物 病 院 … 犬 ・猫 の お 産 に立 ち会 った経 験 や 動 物 の 体 の 中 の 仕組 み を話 して くれ る。

忙 し くな い と き に説 明 を して 頂 け た ら とあ らか じめ依 頼 して お いた 方 が よ い。

オ.ペ ッ トシ ョップ … ペ ッ トを飼 って い る子 は動 物 を買 い に行 った経 験 か ら,身 近 で 利 用 しや

す い。 犬 の 交 尾 か ら誕 生,目 が 開 い て歩 け る よ うに な る まで を,ち ょ うど生 まれ た犬 の 赤 ち ゃ

ん を 見 せ て教 え て くれ る。 赤 ち ゃん のか わ い さ に児 童 は大 喜 びを す る。 そ の他 ハ ム ス タ ーや 猫

な どで も同様 に活 用 で きる。

灘欝幽 ず 轟
,兜ボ 餐 辱

_
い ろ い ろな 卵 を 見 せ て く

イ ンタ ーネ ッ
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(3}ポ スターセ ッシ ョン形式 による情報交換

ポスターセ ッシ ョン形式の発表会 とは,会 場 内にい くつか の発表の場があ り,自 分 の欲 しい

情報の ある場 に行 って,そ の発表を聞いた り,詳 しく質問 を した りしなが ら話 し合 いを進 あて

い く情報交換の場であ る。

この発表会 を行 うことで,発 表す る側 は,友 達 に 自分 たちの調べ たことを伝えたい とい う気

持 ちを もち,聞 く側 も友達の調べた ことに興 味や関心 を もつ ことがで きた。 また,お 互 い に教

え合 う発表会 とな り,質 問 された ことを次の発 表に生 か した り,自 分た ちの調べた もの と比べ

なが ら質問を した り,意 欲的 に取 り組む ことがで きた。 そ して,自 分の調べた事を通 して得た

科学的 な見方 ・考え方 を もう一度見直す場 にな った。

ポスターセ ッション形式

・小 人 数 の グ ル ー プ を作 る。

(4～6人 計6～8グ ル ー プ)

・前半 グ ル ー プ(発 表 側)と 後 半 グ ル ー

プ(聞 く側)に 分 か れ,途 中で 交 代 す

る。

・聞 き手 は 自分 が 聞 きた い発 表 グ ル ー プ

の場 所 に行 き,説 明 を 聞 き質 問 す る。

s
,

・灘灘

鱗

(4)学 習 した ことを生 か した飼育活動

これ までの学習で得 た動物 の誕生 に対 す る見方 ・考 え方を生か しなが ら,教 室 での動物 の飼

育活動を行 った。実際に教室でキ ャパ(イ エ ローキ ャンベ ー リーハ ムスター*)の 飼育 を始 め

た。

児 童 は,休 み 時 間 や 放 課 後,手 の ひ らに の

せ て はか わ いが って いた 。 メ スの お な か が大

き くな って くる と,「 栄 養 が い るか らた くさ

ん 食 べ させ て あ げ よ う。 」 「こ こに 赤 ち ゃん

が い るん だ ね 。 」 と大 切 に して い た 。 そ の キ

ャパ に赤 ち ゃん が生 ま れ た。 出産 す る場 面 に

出会 う こ とが で きた 児 童 は,「 がん ば れ,も

う少 しだ 。 」 と無 事 出 産 で き るよ うに見 守 っ

て い た。 生 まれ た子 供 は2週 間 もす る と毛 が

生 えて,3カ 月 経 っ と親 と ほぼ 同 じ大 き さに

な るまで に成 長 した 。 こ う して,次 々 と生 命

灘
エ

難第

メ擁
慈曝塩

聯

選
欝

虻

蕪

鱗

ド

,

驚
.

悔

縛

媚

轟

轄 く

愚轡撫 箋,

が連続 して い くことを体験 によって実感す ることがで きた。

調べなが ら飼育 して い くので はな く,今 何がお こっているの かを,自 分の知識や経験を もと

に考えなが ら動物 を飼育す ることで,生 命を尊重 す る態度 や感動す る心を育て ることがで きた。

*平 成7年 度理科研究員 「6年 分科会」研究紀 要参照
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[5]第6学 年分科会 「人 と環境」

1自 分 と環境 との関わ りを意識す ることがで きる導入 の工夫

私 たちが一 日に使用 して いる水道 水の量を話題 に して,水 への関心を高めた。 また,

水道水 と川の水を比べ る活動を通 して,川 の水 の汚れの原因であ る生活雑排水 に 目を向

けるよ うに した。その ことによ って,生 活雑排水の川や海への影 響を 自分 の問題 と して

取 り扱 うことがで き,人 間 と環境 とのか かわ りで追究す ることがで きた。

2児 童の生活に結びついた具体 的な調べ活動

「生活雑排 水」を基 に,「 生 き物への影響 」や 「汚れ ぐあい」,「 汚れ た水 を きれ い

にす ること」な どの視点で観察 ・実験を行 ったので,普 段何気 な く排水 して いた汚れ た

水の影響 を改 あて実感す るこ とがで き,環 境を守 る意識 を高めるこ とがで きた。

3相 互 に認 め合 い高 め合 うための場の設定

情報 コーナーを活用 して結果や考えの情報交換 を行 ったので,様 々な角度か ら生活雑

排水 の影響 を とらえ ることがで きた。また,考 えを深 めるために,デ ィベー トや ロール

プ レイ,ブ レー ンス トー ミングによ る話 し合い活動 を取 り入れた ことで,容 易 に互 いの

考 えを出 し合 うことがで き,環 境に関す る意識 の共有化 と相互の認あ合いがで きた。

1研 究 主 題 と単 元 に つ い て

(t)生 きるカ と 「人 と環境」の学習 とのか かわ り

環境の問題 は,自 分の身に降 りかか って くる ものであ る。児童に とって 自 ら問題 を もち,必

要感を もって追 究 し,自 らの見方 や考え方 を築 き上げてい くだけの価値 のある対象で ある。 ま

た,「 自分 と環 境」にっいて の追究活動を通 して 「環 境を保全 しよ うとい う気持 ち」を育て る

ことがで きる。 この心情 は,他 者 の存在を認あ,協 調 し共存 して いこ うとい う態度 に他な らな

い。 この ことか ら,環 境学習 は 「生 きる力 」を育て るのに大変重要で ある と考え る。

② 「水」を中心 と した単元 の構成

本単元では,人 は単独で生 きているので はな く,他 の動物 や植物 と関わ りを持 って生 きてい

るとい う見方 や考 え方 を養 うことをね らって いる。 人 と環境 との関 わ りを 「食べ物 」 「水 」

「空 気」な どを通 して学習 してい くが,特 に 「水」は,① 目に見 え操作 しやす く実験 ・観察が

取 り入 れやす い。②生活 に密着 して いて身近で扱いやすい。③実験 ・観察 した ことを生活 に生

かす ことが比較 的容易で ある。 とい う3点 か ら学習材 として適切 と考え,「 水」を中心 に単元

を構成 した。特 に,生 活雑排水 に目を向け,雑 排水 がどれだけ海や川 を汚 してい るのかを 自 ら

の問題 として と らえ,意 欲的 に追究で きるように学習計画 を立て た。

(3)児 童相互の認め合 いを重視 した単元 の構成

ま とめの場面 に限 らず,っ かむ場 面,追 究 す る場面 など様 々な場面で話 し合いや,情 報 を交

換がで きる時間を確保 した。柔軟な学習 集団,情 報交換の場の設定 によって,互 いのよ さを発

見 し認め合い,相 互 に学 習を深め ることがで きるよ うに配慮 した。考えを述べ合 った り協力 し

て実験 し合 った りす る学 び合いを通 して,人 や動物,植 物 にとって住みやすい環境を守 り,積

極的 に環境 を保全 してい くことが大切だ とい う考えが よ り一層育っ ように考えた。
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主 な 学 習 活 動

「 生 き る 力 」 を 育 成 す る た め の 手 だ て

評 価(◇)と 備 考(・)主体的に問題を解決 していく

ための工夫
生活 と結びついた具体的活動 相 互 の 認 め 合 い

一

次

2

時
間

一 一一 了

二

次

4
時
間

一 一一 一

三

次

3

時
間

・今 までの生活経験 を基にして,
自分が1日 にどれだけ水 を使っ
てい るかを考えることで,水 に
ついての関心を高める。

・水道の水 と川の水 とを結びつけ

て考えるようにす る。

・川の流域周辺の様子と川の水 の

汚れ具合 とを比較する。汚れ の

原因にっいて自分 との関わ りを
考えなが ら調べ られるよう配慮
する。

・川の様子や周りの様子 を上流 と

下流とで比較し,川 の水の汚れ
を人の生活と結びつけて考える

・川 の水の汚れを人の生活と結び

つけることで,生 活雑排水への

問題意識を高め る。

・生活維排水が川にどんな影響 を

与 えるかを考え,本 当に生 き物
が住めな くなるか等調べてみた
いことを出し合うようにす る。

・自由に実験方法を考えるように

助vす る。

・自分の家の水道検針票 を基に,
自分が1日 にどれだけ水を使 っ
ているか調べる。

・川の水 を実際に手に取 ったり見

比べたりしながら、川の汚れの

原因を調べ られるようにす る。

・生活雑排水という言葉が出にく

い場合は,食 器を洗 った水や風
呂の水,手 を洗った水などの具

体的な排水をまとめていくよう
にする。

・米のとぎ汁や食器を洗った水な

どの日常生活でよく流 している
ような排水 を想起 し,そ れ らを

実験の材料 にする。

・家庭によって水の使用量が多少

違 って くるので,学 級全体 でま
とめていくようにする。

・水道管からと考えたことも浄水

場か ら.川 からと考えたことも
いずれも正 しいと認めながら.

水道の水は川から来ることを共
通理解す る。

・友達の発表を認め合って,様 々
な気付きが出るようにする。

・気付いた こと,考 えたことを互
いに受け入れ ながら,安 心 して

話 し合える雰囲気をつ くる。

・自分 なりの予想を根拠だてて発

表 し合 うことで互いの考えを認
め合い個々の予想 を深めるよう
に配慮する。

・水の循環にっいては事前に確認 してお

く。
◇1日 の水道使用量について調べようと

してい るか。

(関心 ・意欲 ・態度)
・ペ ットボ トルを使い,200リ ッ トル
という使用量を実感できるようにして
水に対する関心を高めるようにす る。

・VTRに よる資料提示をする。

・川の水の汚れについては,環 境庁の資
料を利用す る。

・生活雑排水 とは,炊 事や洗濯,風 呂な
どから排水 され るものの総称 であるこ
とを知 らせ る。

◇川の汚れ と生活雑排水を結び付けて考
えることができたか。(思 考)

◇自分の予想を根拠だてて発表で きたか
(関心 ・意欲 ・態度)

◇自分なりに具体的に調べる方法を考え
ることができたか。

(技能 ・表現)

差果嘉 人当た りどれ くらいの量の水 をつか・ているの
○ どんなことに水を使 っているか考える。
○水道の検針票で計算す る。
・約200リ ットルつか っている。

i

i

ll器1瀞 舞 萎1
讐 湖

iつ か った水 は どこへ 行 くの だ ろ うI

l・ 川 へ ・海へ ・下 水 処理 場 へ

1川 の水の様子を調べよう
〈上流 〉 〈下 流 〉

・水 が きれい ・水 が きた ない

・川 幅 が 狭い ・に おい そ う

・流 れ が 急 ・ゴミが 浮 いて い る

・人 が い ない ・濁 って い る

「 じ川 なのにどうして上流と下流では違うのだろう1
・人が ゴミを捨てるのだよ ・下流ほど工場が増える
・下流は人が汚 している

1ノ ゆ 水の汚れの原因を考えよう
・家庭の排水 ・工場排水 ・農業 ・人の捨てたゴミ

○川の水の汚れを整理す る。
・原因の7割 が生活雑排水

1甥 鱈 流 している排水によ・て111はどうな・て・

1・ 魚 が 住 め な くな る ・川 が濁 って く る

生活雑排水 を調べよう

○調べる計画をたてる。

○生活雑排水を調べる ・ 「お助けブック」等の活用によ

り,自 分の考えた方法で問題を

追究できるようにする。

・グループ,個 人を問わず,柔 軟
な学習形態で自分のテーマを主
体的に追究できるようにする。

・ABCの グループ内で話 し合い

結果や考えを出 し合 う。

・今までの生活経験を基 にしなが

ら,日 頃使 っている物 を材料 に
して具体的な実験を進めていけ
るよう配慮する。

・パ ックテス ト等の実験結果を量

の変化 としてとらえることがで
きるように,表 やグラフに して
み るよう助言す る。

・きれいな水の基準として.魚 が
住めるような水で考えることが
あることを助言する。

・実験の過程や結果,ま とめの段
階において 自由に情報交換を行
い、互いによいところを取 り入

れ られるよう配慮する。

・情報 コーナーは常時設置 してお

き,何 をどのように調べている
のか,そ の結果はどうなったか
等を掲示 して,情 報を交換す る

・付箋紙 を使って考えたことの交

流ができるようにす る。

・一生懸命調べ通 したことを互い

に認め合うようにす る。

・ミジンコは死んで しまうのか,炭 でC
ODは 減 らせるのか,お 風呂の水 に魚
は住めるのか等,具 体的に予想 しなが
ら実験す るように助 言する。

◇実験方法を確認 しなが ら正確な結果を
出せたか。(技 能 ・表現)

◇友達の実験方法 や結果などを参考に し
て.自 分の考えを深めることがで きた
か。(関 心・意欲 ・態度)(思 考)

AI生 き物 への 影響 は ど うか な1
・ミジ ンコで ・コマ ツナ の種 で

・カ イ ワ レダイ コ ンの種 で

Bl汚 れ ぐあい は どう だ ろ う1
・COD

・亜 硝 酸

Clき れ いな 水 に もどせ な い かな1
・炭 で ・活性 汚 泥 で ・水 草 で

・ろ過 して ・エ ア レー シ ョンで

○結果や分か ったことを話 し合 う。

・ABCか らそれぞれ集まった混

合の グループで報告をする。
(結果や考えの交流)

・洗濯等で水 を多く使うお母 さん

の立場や川で生きている魚の立

場な どでディベー ト的な話 し合
いをする。

・自分以外 の立場で考えて.環 境
に対する意識を深める。

・何の排水かをはっきりさせなが

らその影響 について話 し合うよ
うにす る。

・家族や施設 に取材すること等に

より現実の生活に基づいた主張
ができるようにす る。

・今,自 分にで きることはなにか
とい う視点で考えを深め,実 践

計画を レポー トに書 く。

・人と環境との関わりについて,
友達の意見 を聞きながら自分の
考えを修正 した り深めたりする
よう助言す る。

・結論 を急がず,互 いの考えを出
し合 うように促す。

・相手の考えを打ち消すのではな

く,自 分の考えを出 し合うよう
にす る。

◇生活雑排水が水の汚染に深く関係 して
いることが理解で きたか。

(知識 ・理解)

◇人 と水 ・環境 との関わ りについて考え
をもち,自 分なりに表現することがで
きたか。(関 心・意欲・態度)

◇友達の考えを参考に して,自 分の考え
を深めることができたか。

(関心 ・意欲・態度)(思 考)

生活雑排水報告会を開こう

シンポジウム～ 「私たちの生活 と水」 を開こう

・魚の立場で

・母親の立場で
・下水処理場の人の立場 で

○ 自分の考えを環境 レポー トにまとめる。

0

回



2具 体 的 な 手 だ て

(1}主 体 的に問題 を解決 してい くための工夫

「水道水 」 とい う児童 にとって身近な ものを単元 の出発点 と した。水道水 は,蛇 口をひねれ

ば水が 出て 当た り前,き れ いで安全 とい う意識で生活 してい る児童 に とって,そ の ままで は自

分 との関わ り意識を もちに くい と考 えた。 そ こで,毎 日多量 に水 を使 って いることを話題 に し,

川が水道水の源であ ることを意識 した上で,水 道水 と川の水 とを結 びっ けて考え ることがで き

るよ うに した。そ して,VTR等 の資料 によ って川の水 が汚 れている事実を認識 し,そ の原 因

であ る生活雑排

水 に目を向け る

ように した。

VTR資 料は,

川の上流 と中流,

下流 へ行 って撮

影 して きた もの

を自作 して使用

圏 一
1日 一人

200 一 もとは川の水 一

園
自分と環境との
関わり意識の高揚

川の水の汚れの主な
原因は人の生活から
出る生活雑排水

生活雑排水の影響は

汚れぐあいは

きれいにするには

b

翻 錘翻 塵籔圏 魎 轟翻⇒

ど

う

し

た

ら

?一
した。下流 にっいては,浄 水場 の取水 口付近を撮影 した。 画面 には担任の先生 も登場す るので,

児童 は,よ り関心を もって追究 して い くことがで きた。

② 児童の生活 に結 びついた具体 的な活動 と支援

ア 生活雑排水調 べ

資料 による間接 的な理解 だけで な く,具 体的 に生活雑排水 にはた らきか けて,汚 れ ぐあいや

魚が住あ るきれいな水に もどす大変 さを実感で きるよ うに した。牛乳を水で薄あ,何 倍 す ると

濁 りがな くな るかを調 べた グループで は,な かなか きれいにな らない水を見て,「 飲み残 しを

流 しに捨てていたけどだめだな」 と気付 いていた。また,野 菜 くずを三角 コーナーに入れ,上

か ら水 をかけた グループで は,「 た った1回 水を通 しただけで,こ んな に汚れた汁 が出 るのか,

置いて るだけで も汚 すん だな」 との発言 もみ られた。 この よ うな気付 きか ら,「 私 たちの生活

はこのままでよいの だろ うか」 「汚 さない方 法 はないかな」 「食器の油 はふ き取 ってか ら洗お

う」 とい った環境 に対す る関心 ・意欲を高め ることがで きた。 そ して,私 たちの生活が,川 や

環境 に大 き く影響 を与 えて いることか ら,生 活雑排水を少 しで もきれいにす る工夫 を,自 分で

考 えた り,資 料で調べ た りして実験を行 った。生活雑排水の 中に炭を入れた グループや,水 草

を浮か ばせたグループで は,「 少 しずっだけれ どもきれ いになって きた」 と植物や微生物の働

きに関心 を もち,環 境を保全す る大切 さに気付 いた。 さ らに,汚 した水をまた きれ いな水 に も

どす ことは大変手間のかか ることか ら,環 境 を汚 さないよ うに しよ うとする態度がみ られた。

時間がかかるね。

おすのは　 だけれども

?讐濁

〔活 性 炭 で 水 を ろ過 〕

あれ、100倍 しても

なかなかきれいになら

ないなあり

厨 翻 凹 →1
〔牛 乳 を 薄 め る 】

越 尚

水道水と比べると

合成涜鋼は成長が

よくないそ。

〔カ イ ワ レ ダ イ コ ン の 発 芽 工

一23一



イ 環境調 べお助 けブ ックによる支援

児 童が,見 通 しを もって追究活動がで きる

よ うにするために必要 と思 われ る内容 にっ い

て,ヒ ン ト,説 明の2種 に分 けたカー ド集を

作成 した。児童 の既習 内容だ けで は実験内容

(何 を)や 方法(ど ん な器具や装置で)が 考

え られ ない場合 もあるので,追 究意欲が持 続

で きるよ うに した。児童が 自分で調べ方 を探

る場合,「 今 まで に学習 した方法で調べ られ

ないか な?」 「こうい うや り方 が あ るよ 」

「この本を見 よう」な ど,項 目によ って探 す

ことが 出来 るように した。

調べ活動 についての カー ド集 にっいて は,

1実 験1枚 と し,目 的別 に色分けを した。

・水色の カー ド…汚れた水 を きれいにす る

・黄色の カー ド…生 き物 への影響 を調べ る

・緑色の カー ド…汚 れ ぐあいを調 べる

さ らに,繰 り返 して使用 す ることに耐え られ

るよ う,防 水加工(ラ ミネー ト)に した。

ウ 定量 的な測 定方 法の導入

汚 れ た 水 を き れ い に す る ①

☆ ☆ 炭で 水 を きれ いに す る

準 備 す る もの

炭 、ベ ン トポ トル(2リ ッ トル ・ふ た っ き)).金 づ ち,新 聞 紙、 ビーカ ー.

だ っ し綿.カ ソタ ー、 剛 び ょう.ス タ ン ド,ガ ム テー プ 、CODセ ン ト

方 法

① ペ ッ トポ トル の底 を カ ソター で切 りと る。

② ペ ッ トボ トル のふ た に、 画び ょ うで ン(をあ け る

③ 炭 を金 づち で細 か く くだ く。

粉 が 飛び 散 るの で新 聞紙 を し く。 で きれ は外 で や る。

④ ペ ン トポ トル の口 の とこ ろに だ っ し綿 を少 しっ め て、 ふ た をす る.

⑤ ベ ソ トボ トル に炭 を入 れ る.

⑥炭 の 上か らだ っ し綿 をつめ る 。

⑦ ベ ッ トポ トル をス タ ノ ドにガ ムテ ー プ で1.1wす る 。

⑧ 汚 れ た水 のCOD濃 度 を測 る 。

⑨ 汚 れ た水 を ベ ッ トボ トル に入 れ る.

⑩ 下 か ら出 て きた 水 のCOD濃 度を 測 る.

な ぜ きれ い にで きる の か

炭 には 小 さな 穴が た くさ んあ い てい ま す.そ の穴 が 汚れ を吸 い と る(フ ィル タ
ー のよ うな)働 きを す るの です .
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一:Fiat●MI:::礁漁
〈環境調べ お助 けブ ックの例〉

透視度計,パ ックテス トなど定量 的な測定用具を活用す ることによ って,実 験結果を量の変

化 と して とらえる ことがで きた。牛乳を薄 める活動では透視度 を計 り,

には,1000倍 はい るな」 と自分 な りに計算す る姿 がみ られた。

(3)相 互 の認 め合 いを促す ための工夫

問題 は共有化 して生活雑排

水 を調べ た ことによって,他

の実験の情報が知 りた くな る

必要性が生 まれた。そ こで,

情報 コーナーの設置によ り,

結果や考えの交流 をす ること

がで き,学 習 が深 ま った。

環境 を守 り保全 して い くに
し

は互いに協力 して共存 して い

く意識 が大切 であ り,デ ィベ

ー ト等 の話 し合 い活動が意識

を高め,互 いに認 め合 うこと

に有効であ った。友達の考え

を聞 く態度 も身 に付いた。

「本 当にきれ いにす る

様々な場面での情報交換 … 意識の共有化と相互の認め合い

一 共通な土台により情報交換の必要性一

問題の共有化

(生活雑排水の影響)

情報コーナーでの

結果 ・考えの交流

鞭 欝/
(水を きれ いにするには)

1

今
協 境

力 問
・ 題

共 に

存 必

の 要

意 な

匂

一 考えを深められる話 し合い

・ 全体で

デ ィベー トによる僕沁 の高め合 い

・ グループで

ロールプレイによる相互理解

・ グループや全体で

プレーンス トーこングによる考え

や気付きの交流

☆A男 の変容

惣
A男

人間 は生 きて い く

た め に水 を 使 う。

水 が 汚 れ る こと は

当然 の こと だ。

デ ィ ベ ー ト

轡
A男

生 き て い く に は水

を 使 うが水 は循 環

して い る。 も っと

汚 さ な い こ とを 考

え る 必要 が あ る 。
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